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質
問  

憲
法
は
、
日
本
の
法
体
系
の
中

で
、
唯
一
国
民
が
権
力
者
を
縛
る
こ
と

が
で
き
る
仕
組
み
で
、
そ
れ
を
立
憲
主

義
と
呼
ん
で
い
る
。
今
問
題
に
な
っ
て

い
る
の
は
、
憲
法
96
条
を
変
え
て
、
改

憲
の
ハ
ー
ド
ル
、
改
憲
要
件
を
3
分
の

2
か
ら
2
分
の
1
の
国
会
議
員
の
賛
成

で
国
会
発
議
が
で
き
る
よ
う
に
、
改
憲

要
件
を
引
き
下
げ
る
と
い
う
も
の
だ
。

　

9
条
を
大
改
造
し
、「
国
防
軍
」
を

置
き
、
基
本
的
人
権
の
大
幅
な
後
退
な

ど
、
市
民
生
活
に
大
変
な
悪
影
響
が
懸

念
さ
れ
る
。
徴
兵
制
も
視
野
に
入
っ
て

い
る
と
指
摘
す
る
人
も
い
る
。

　

市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
責
任
あ
る
市

長
と
し
て
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
伺

う
。

答
弁  

憲
法
の
改
正
は
、
第
一
に
国
民

の
幅
広
い
論
議
を
重
ね
て
い
く
こ
と
が

重
要
と
認
識
し
て
い
る
。
国
会
に
改
正

案
が
提
出
さ
れ
て
い
る
と
い
う
段
階
で

も
な
く
、
個
人
と
し
て
は
特
段
考
え
は

持
っ
て
い
な
い
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
憲
法
の
三
原
則

で
あ
る
「
基
本
的
人
権
の
尊
重
」「
国

民
主
権
」
並
び
に
「
平
和
主
義
」
が
堅

持
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
考

え
て
い
る
。

地
域
の
元
気
臨
時
交
付
金
に

つ
い
て

質
問  
こ
の
交
付
金
の
当
市
へ
の
交
付

額
と
、使
途
の
見
通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁  

今
回
の
交
付
限
度
額
の
通
知
は

「
第
１
次
分
」
で
あ
り
、
当
市
の
場
合
、

約
１
億
3
千
万
円
で
あ
る
。
2
次
分
に

つ
い
て
は
今
の
と
こ
ろ
時
期
は
未
定
と

の
こ
と
で
あ
る
。
今
後
は
「
2
次
分
」

の
通
知
が
あ
り
次
第
、
1
次
分
と
合
わ

せ
て
、本
交
付
金
の
使
途
を
定
め
る「
事

業
実
施
計
画
書
」
を
提
出
す
る
予
定
と

な
っ
て
い
る
。

水
原
郷
病
院
に
つ
い
て

質
問  

水
原
郷
病
院
の
指
定
管
理
に
関

す
る
基
本
協
定
の
見
直
し
に
つ
い
て
伺

う
。

答
弁  

厚
生
連
と
水
原
郷
病
院
の
管
理

に
関
す
る
業
務
に
必
要
な
事
項
に
つ
い

て
、
協
議
を
重
ね
平
成
22
年
８
月
５

日
に
取
り
交
わ
し
た
も
の
で
、
今
年
が

見
直
し
と
な
る
こ
と
か
ら
、
現
在
、
事

務
段
階
で
見
直
し
の
協
議
を
行
っ
て
お

り
、
も
う
少
し
内
容
が
煮
詰
ま
っ
た
段

階
で
あ
ら
た
め
て
議
会
の
皆
さ
ま
に
意

見
を
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問 

救
急
車
の
搬
送
人
数
に
つ
い
て

伺
う
。

答
弁  

平
成
24
年
全
搬
送
人
員

１
４
３
７
人
で
、
県
立
新
発
田
病
院

５
４
１
人
、
水
原
郷
病
院
２
８
１
人
、

北
日
本
脳
神
経
外
科
病
院
１
２
６
人
、

新
潟
市
民
病
院
91
人
、下
越
病
院
57
人
、

そ
の
他
３
４
１
人
で
あ
っ
た
。

　

年
齢
別
で
は
、
新
生
児
４
人
、
乳
幼

児
58
人
、
少
年
44
人
、
成
人
４
６
４
人
、

老
人
８
０
６
人
で
あ
っ
た
。

阿
賀
野
バ
イ
パ
ス
に
つ
い
て

質
問 

阿
賀
野
バ
イ
パ
ス
の
早
期
開
通

に
向
け
た
市
の
取
り
組
み
状
況
と
地
域

振
興
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁  

阿
賀
野
バ
イ
パ
ス
の
早
期
開
通

は
多
く
の
市
民
の
願
い
で
あ
り
、
早
期

開
通
に
向
け
た
市
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
も
北
陸
地
方
整
備
局

や
新
潟
国
道
事
務
所
に
赴
き
、
地
元
の

熱
意
を
お
伝
え
す
る
と
と
も
に
事
業
予

算
の
確
保
を
要
望
し
て
き
た
。

　

今
後
も
国
に
対
し
て
い
ろ
い
ろ
な
機

会
を
捉
え
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
働
き
か

け
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

意
見  

一
日
も
早
く
市
民
に
対
し
て
は

も
ち
ろ
ん
だ
が
、
私
ど
も
議
員
に
対
し

て
も
バ
イ
パ
ス
開
通
に
よ
る
地
域
活
性

化
策
を
示
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
開
通

に
伴
う
短
期
的
・
中
期
的
・
長
期
的
具

体
的
な
成
長
戦
略
を
示
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
に
つ
い
て

質
問  

私
た
ち
に
害
ば
か
り
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ

参
加
撤
回
の
大
き
な
運
動
を
。

　

先
の
衆
議
院
議
員
選
挙
で
の
公
約
を

破
り
、
多
く
の
反
対
や
懸
念
の
声
を
押

し
切
る
形
で
の
表
明
で
あ
り
、
私
た
ち

の
い
の
ち
と
暮
ら
し
、
雇
用
、
地
域
を

壊
し
、
主
権
を
も
脅
か
す
と
い
う
Ｔ
Ｐ

Ｐ
の
危
険
性
や
秘
密
主
義
が
明
ら
か
に

な
る
に
つ
れ
、「
交
渉
参
加
反
対
」
の

声
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
合
意
内
容
に
は
意
見
も

言
え
ず
、
交
渉
前
に
文
面
を
見
る
こ
と

す
ら
で
き
な
い
。

　
「
聖
域
を
守
る
」
と
い
う
が
、
ア
メ

リ
カ
を
は
じ
め
各
国
は
、「
全
て
の
品

目
を
対
象
と
し
、関
税
ゼ
ロ
を
め
ざ
す
」

と
明
言
。
さ
ら
に
非
関
税
措
置
や
Ｉ
Ｓ

Ｄ
条
項
な
ど
危
険
も
い
っ
ぱ
い
あ
り
、

撤
回
は
今
し
か
な
い
。

　

そ
こ
で
伺
う
。

　

市
長
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
対
す
る
現
在
の
考

え
方
は
。

答
弁  

国
内
で
の
議
論
が
尽
く
さ
れ
て

お
ら
ず
、
ま
た
、
国
民
へ
の
十
分
な
情

報
開
示
も
な
く
、
米
な
ど
農
業
分
野
重

要
５
品
目
の
例
外
な
き
関
税
撤
廃
は
断

固
反
対
で
あ
る
。

質
問  
影
響
額
の
試
算
が
出
た
。
市
長

の
分
析
は
。

答
弁  

農
業
の
多
面
的
機
能
も
含
め

て
、
阿
賀
野
市
農
業
総
産
出
額
の
約
3

分
の
1
（
約
36
億
円
）
が
損
失
す
る
と

試
算
さ
れ
る
。

質
問  

参
加
撤
回
さ
せ
る
た
め
に
先
頭

に
立
っ
て
市
民
と
と
も
に
闘
う
こ
と
が

重
要
で
あ
る
が
市
長
の
決
意
は
。

答
弁  

参
加
撤
回
行
動
で
あ
る
が
、
政

府
に
お
い
て
は
、
ま
だ
交
渉
に
参
加
す

る
と
決
め
た
だ
け
で
何
一
つ
決
ま
っ
て

い
な
い
。
交
渉
の
推
移
を
注
視
し
、
交

渉
の
状
況
、
中
身
を
し
っ
か
り
と
見
極

め
、
必
要
な
時
に
必
要
な
行
動
を
と
る

こ
と
を
考
え
て
い
る
。

ニ
ッ
ポ
ン
の
危
機
に
つ
い
て

質
問  
少
子
化
か
ら
く
る
影
響
。
市
民

の
切
実
な
後
継
者
対
策
に
市
は
ど
う
応

え
る
か
。
日
本
は
近
い
将
来
人
口
が

軽
く
1
億
人
を
割
る
推
計
で
あ
る
。
市

の
行
財
政
に
多
大
な
こ
と
が
生
じ
て
来

る
。
地
域
の
福
祉
、
医
療
、
地
域
経
済

及
び
雇
用
労
働
に
も
た
ら
す
影
響
は
非

常
に
大
き
い
。
市
と
し
て
早
急
に
着
手

す
べ
き
と
捉
え
る
が
ど
う
か
。
更
に
は

労
働
力
人
口
の
減
少
か
ら
担
税
力
の
低

下
を
招
き
地
方
財
政
が
益
々
厳
し
く
、

将
来
展
望
も
描
く
こ
と
が
難
し
く
、
打

つ
手
は
早
く
行
動
に
移
す
こ
と
。
そ
こ

で
7
項
目
に
つ
い
て
具
体
的
納
得
の
い

く
説
明
と
答
弁
を
求
め
る
。
①
乳
幼
児

医
療
費
の
助
成
の
充
実
②
少
子
化
対
策

の
為
の
総
合
窓
口
と
し
て
子
供
家
庭
部

の
設
立
と
確
立
を
③
母
子
家
庭
等
の
自

立
支
援
策
の
推
進
の
充
実
④
地
域
子
育

て
支
援
の
完
全
化
策
を
⑤
我
が
市
に
も

無
認
可
保
育
所
へ
の
支
援
の
方
策
を
⑥

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
支
援
充

実
を
⑦
高
齢
者
に
対
す
る
介
護
予
防
対

策
の
推
進
。
以
上
の
件
に
本
格
的
に
充

実
支
援
可
能
か
。
ど
の
程
度
の
決
断
能

力
が
あ
る
の
か
。
問
題
意
識
の
点
も
含

め
確
た
る
答
弁
を
求
め
る
。

答
弁  

少
子
高
齢
化
が
進
む
と
働
き
手

が
少
な
く
な
り
、
税
収
や
雇
用
、
地
域

経
済
に
影
響
が
出
る
。
社
会
保
障
費
の

増
加
が
予
想
さ
れ
財
政
は
一
段
と
厳
し

く
な
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
へ
の
影
響
が

懸
念
さ
れ
る
。
ポ
イ
ン
ト
は
他
の
地
域

に
な
い
価
値
を
生
み
出
す
こ
と
。
阿
賀

野
市
は
自
然
が
多
く
環
境
に
恵
ま
れ
、

ど
こ
に
も
負
け
な
い
特
色
あ
る
地
域
づ

く
り
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。
何
が

満
た
さ
れ
何
が
足
り
な
い
の
か
、
不
足

し
て
い
る
も
の
は
追
加
し
、
不
十
分
な

も
の
は
拡
充
し
、
不
要
不
急
な
も
の
は

休
止
縮
小
す
る
。
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
魅

力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
繋
が
る
政
策
を

重
点
的
に
実
施
し
、
政
策
の
実
を
上
げ

ら
れ
る
よ
う
取
り
組
む
。
議
員
の
ご
指

摘
の
通
り
で
あ
る
。
対
策
支
援
に
努
め

る
。
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い
る

安
倍
首
相
・
自
民
党
が
掲
げ

る
憲
法
96
条
改
憲
に
つ
い
て

の
市
長
の
認
識
は


